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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

枚方市まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

大阪府枚方市 

 

３ 地域再生計画の区域 

大阪府枚方市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本市の総人口は、平成 21 年まで増加傾向が続き、一時 41 万人を超えたが、平

成 21 年の 411,777 人をピークに減少傾向となり、住民基本台帳に基づくと令和

６年５月１日現在では、393,435 人となっている。なお、本市が行った将来人口

推計によると令和 30 年には 324,500 人まで減少する見込みである。 

一方で、世帯数については、令和６年５ 月１日現在、186,789 世帯で、増加傾

向が続いていることから、１世帯当たりの人数は減少傾向にあり、家族の少人数

化が進んでいる。 

年齢３区分別人口の割合については、令和６年５ 月１日現在では、老年人口（65 

歳以上）が 29.0％、生産年齢人口（15～64 歳）が 59.2％、年少人口（０～14 歳）

が 11.8％となっており、生産年齢人口（平成 15 年比 11.6 ポイント減）と年少

人口（平成 15 年比 2.4 ポイント減）は減少傾向にあるのに対し、老年人口（平

成 15 年比 14.0 ポイント増）は増加傾向にあり、少子高齢化が進行している。 

出生と死亡による自然増減については、平成 24 年までは出生数が死亡数を上

回る自然増が続いていたが、平成 25 年以降、死亡数が出生数を上回り、令和５年

では出生数 2,419 人に対して死亡数 4,718 人の 2,299 人の自然減となっている。 

転入と転出による社会増減については、年によって変動はあるものの、転出数

が転入数を上回る社会減の傾向が続いていたが、令和４年から転入者の増加など

により、社会増に転じている。 



 

2 

 

上記のほか、本市の人口動態の現状を見ると、自然動態では合計特殊出生率が

全国の状況に比べて低く、社会動態では令和４年に０から 14 歳の転入超過人数

が大阪府内で 1 位となるなど、夫婦世帯や夫婦子あり世帯の市内への転入超過が

続いているという特徴がある。 

このまま少子高齢化が進行すると、市税収入の減少や社会保障費の増加から財

政状況の悪化を招き、行政サービスが低下していく懸念がある。加えて、担い手

不足による地域産業や地域コミュニティ等の衰退など、市の賑わいや魅力が減少

し、都市圏等へ人口が流出していくという悪循環に陥る恐れも考えられる。これ

らの現状・懸念事項を踏まえ、これから子どもを産み育てたいという人々の希望

に応え、出産から子育て期までの切れ目のない支援、子どもから高齢者に至るま

での生活を支える教育・医療・福祉資源、まちの活力・賑わいを産み出す地域の

産業資源・文化資源、安全・安心につながる防災・防犯体制、交通・生活インフ

ラなどが充実した、魅力のあるまちの形成に向けて、総合戦略事業の効果的な実

施を進めて行く。 

なお、次の事項を本計画期間における基本目標として掲げ、目標の達成を図る。 

基本目標１ 安心して子どもを産み育てることができ、子どもの健やかな成長

と学びを支える 

基本目標２ 市民の健康増進や地域医療の充実を図る 

基本目標３ 産業の活性化と人々の交流・賑わいの創出によりまちの魅力を高

める 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点）

目標値 

（2024年度

） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 

安心して妊娠・出産できる環

境が整っていると感じてい

る市民の割合 

38.5％ 44.5％ 
基本目標１ 

安心して子育てできる環境 44.5％ 50.5％ 
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が整っていると感じている

市民の割合 

子どもたちへの教育環境が

充実していると感じている

市民の割合 

39.4％ 45.4％ 

イ 

心身ともに健康に暮らせる

環境が整っていると感じて

いる市民の割合 

56.1％ 62.1％ 

基本目標２ 

安心して適切な医療が受け

られる環境が整っていると

感じている市民の割合 

49.6％ 63.5％ 

高齢者が地域でいきいきと

暮らせる環境が整っている

と感じている市民の割合 

30.0％ 36.0％ 

ウ 

市内での産業活動が活発に

行われていると感じている

市民の割合 

20.7％ 26.7％ 

基本目標３ 

安全で快適な道路環境が整

っていると感じている市民

の割合 

30.2％ 36.2％ 

公共交通機関が整っている

など都市機能が充実してい

ると感じている市民の割合 

41.9％ 53.1％ 

枚方市駅周辺が賑わい、魅力

あふれる中心市街地である

と感じている市民の割合 

42.6％ 48.6％ 

市の観光資源が生かされ、人

々の交流が盛んに行われて

いると感じている市民の割

21.2％ 25.2％ 
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合 

生きがいを持って学び続け

られる環境が整っていると

感じている市民の割合 ※ 

29.6% 35.6% 

文化芸術に親しめる環境が

整っていると感じている市

民の割合 ※ 

26.6% 42.0% 

気軽にスポーツ活動ができ

る環境が整っていると感じ

ている市民の割合 ※ 

31.6% 39.4% 

里山や農地などの豊かな自

然環境が保全されていると

感じている市民の割合 ※ 

32.8% 38.8% 

   ※2024 年８月以降に実施する事業の効果検証に活用。 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

枚方市まち・ひと・しごと創生事業 

ア 安心して子どもを産み育てることができ、子どもの健やかな成長と学び 

を支える事業 

イ 市民の健康増進や地域医療の充実を図る事業 

ウ 産業の活性化と人々の交流・賑わいの創出によりまちの魅力を高める事 

    業 

② 事業の内容 
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ア 安心して子どもを産み育てることができ、子どもの健やかな成長と学び 

を支える事業 

  妊娠・出産から子育て期まで、切れ目なく子どもを安心して産み育て

ることができる環境づくりを進める。また、未来の担い手である子ども

たちの豊かな人間性や確かな学力を伸ばし、「生きる力」を育む教育を

推進する。 

【具体的な事業】 

・私立保育所の増改築等による定員増の取り組み 

・一人一台タブレット端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びの

推進  等 

イ 市民の健康増進や地域医療の充実を図る事業 

  世代に関わらず、元気なうちから心身の健康づくりに取り組み、健康

寿命の延伸を図る。「健康医療都市ひらかたコンソーシアム（共同事業

体）」による多彩な連携事業などを通じて、市民の健康増進や通気医療

の充実に取り組む。 

【具体的な事業】 

・高齢者の介護予防や外出支援のさらなる促進 

・健康増進に向けたスポーツ活動の普及・促進  等 

ウ 産業の活性化と人々の交流・賑わいの創出によりまちの魅力を高める事 

    業 

  枚方市駅の再整備や市内の移動の円滑化、市内産業の活性化により、

人々の交流や賑わいを創出し、まちの魅力向上を図る。 

【具体的な事業】 

・スマートシティを見据えたデジタル技術等の導入 

・市内大学生や留学生とともに体験型コンテンツの創出とプロモーショ

ンを推進  等 

 ※なお、詳細は枚方市まち・こと・しごと創生総合戦略（第３期）のとおり。 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 
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12,000,000 千円（2022 年度～2024 年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度、８月頃に学識経験者や市民などの枚方市施策評価員が行う施策評

価等により検証し、翌年度以降の取り組み方針を決定する。 

（検証結果の報告方法） 

本市公式ＷＥＢサイトにおいて結果を公表 

⑥ 事業実施期間 

地域再生計画の認定の日から 2025 年３月 31 日まで 

 

６ 計画期間 

地域再生計画の認定の日から 2025 年３月 31 日まで 


